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外
国
人
労
働
者
受
け
入
れ
見
込
み
数
と
Ａ
Ｉ
・
ロ
ボ
ッ
ト
活
用
に
つ
い
て
の
国
家
戦
略
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
十
一
月
二
十
六
日
の
衆
院
予
算
委
員
会
の
審
議
に
お
い
て
、
出
入
国
管
理
法
改
正
案
に
関
し
て
、
安
倍
首
相
は

外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
見
込
み
数
の
上
限
に
つ
い
て
「
法
律
に
基
づ
い
て
策
定
す
る
分
野
別
運
用
方
針
で
示
す
」
と
し
、

改
正
法
成
立
後
に
定
め
る
法
務
省
令
に
従
っ
て
運
用
す
る
考
え
を
示
し
た
。

首
相
は
「
受
け
入
れ
る
業
種
に
大
き
な
経
済
や
雇
用
情
勢
に
か
か
わ
る
変
化
が
生
じ
な
い
限
り
、
五
年
間
は
上
限
と
し
て
運

用
す
る
」
と
し
、
先
に
山
下
法
務
大
臣
が
示
し
た
「
初
年
度
か
ら
五
年
間
で
最
大
三
十
四
万
五
千
人
と
す
る
試
算
の
数
字
」
を

超
え
る
受
け
入
れ
は
基
本
的
に
想
定
し
な
い
、
と
述
べ
た
。

一
方
、
パ
ー
ソ
ル
総
合
研
究
所
と
中
央
大
学
は
平
成
三
十
年
十
月
、
日
本
の
人
手
不
足
が
二
〇
三
〇
年
に
は
六
百
四
十
四
万

人
分
と
な
る
調
査
結
果
を
発
表
し
た
。
こ
の
数
字
は
賃
金
が
上
昇
を
続
け
る
前
提
で
、
二
〇
三
〇
年
に
は
平
成
十
七
年
比
で
十

四
％
伸
び
る
こ
と
を
仮
定
し
て
の
数
字
で
あ
り
、
も
し
想
定
通
り
に
賃
金
の
上
昇
が
な
け
れ
ば
一
千
万
人
の
人
手
不
足
に
陥
る

可
能
性
も
あ
る
、
と
警
鐘
を
な
ら
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
る
労
働
力
不
足
を
外
国
人
労
働
者
で
補
お
う
と
す
る
な
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
外
国
人
労
働
者
数
は

「
五
年
間
で
最
大
三
十
四
万
五
千
人
」
で
収
ま
る
可
能
性
は
低
い
と
い
え
る
。

一



こ
の
よ
う
な
労
働
力
不
足
を
抑
制
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
分
の
労
働
者
を
代
替
す
る
た
め
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
、

ロ
ボ
ッ
ト
等
の
活
用
を
飛
躍
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

技
術
革
新
に
よ
る
労
働
力
代
替
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
オ
ズ
ボ
ー
ン
准
教
授
と
フ
レ
イ

博
士
は
「
米
国
に
お
い
て
、
十
か
ら
二
十
年
以
内
に
労
働
人
口
の
四
十
七
％
が
機
械
に
代
替
可
能
で
あ
る
」
と
試
算
し
て
い

る
。
日
本
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
年
、
株
式
会
社
野
村
総
合
研
究
所
が
先
の
英
国
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
オ
ズ
ボ
ー

ン
准
教
授
と
フ
レ
イ
博
士
と
の
共
同
研
究
に
よ
る
試
算
を
発
表
し
て
お
り
、
「
十
か
ら
二
十
年
後
に
、
日
本
の
労
働
人
口
の
約

四
十
九
％
が
就
い
て
い
る
職
業
に
お
い
て
、
人
工
知
能
や
ロ
ボ
ッ
ト
等
で
代
替
す
る
こ
と
が
可
能
」
と
の
推
計
結
果
が
得
ら
れ

た
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
、
質
問
す
る
。

一

政
府
は
二
〇
三
〇
年
ま
で
の
長
期
的
見
通
し
に
お
い
て
、
労
働
需
要
、
及
び
労
働
供
給
を
い
く
ら
と
見
込
ん
で
い
る
の

か
。

二

二
〇
三
〇
年
ま
で
に
日
本
に
入
国
す
る
外
国
人
労
働
者
数
、
お
よ
び
、
二
〇
三
〇
年
時
点
で
の
外
国
人
労
働
者
数
を
ど
の

程
度
に
な
る
と
想
定
し
て
い
る
の
か
。

二



三

Ａ
Ｉ
革
命
が
起
こ
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
政
府
は
外
国
人
労
働
者
の
受
け
入
れ
数
を
抑
制
す
る
た
め
に
、

労
働
力
を
代
替
す
る
人
工
知
能
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
を
推
進
す
る
こ
と
を
企
図
す
る
国
家
戦
略
と
、
具
体
的
な
計
画
が
あ
る

か
。

右
質
問
す
る
。

三


